
病床機能再編支援事業事業計画（再編統合支援） 医療機関名

１統合計画の概要

２統合の目的及び地域医療構想の実現との関係

３統合により地域医療の機能に支障をきたさない理由（定量的・定性的に）

４新型コロナウイルス感染症等新興感染症への対応

５統合関係医療機関の病床数

番号 代表医療機関の名称

市立伊丹病院

構想区域

阪神（阪神北準圏域）

うち対象３区分（※３）の合計

①　平成30年度病床機能報告 87 315 0 0 402 402

番号 統合関係医療機関の名称

近畿中央病院

構想区域

阪神（阪神北準圏域）

うち対象３区分（※３）の合計

①　平成30年度病床機能報告 4 394 0 0 398 398

６統合前と統合後の病床数

うち対象３区分（※３）の合計

①　統合前病床数 91 709 0 0 0 800 800

②　統合後病床数 200 402 0 0 0 602 602

③　差引き病床数 109 ▲ 307 0 0 0 ▲ 198 ▲ 198

【給付金の算定内訳】

近畿中央病院

　　平成30年度病床機能報告 Ａ

単価(千円) 病床数 支給額(千円)

1,596 129 205,884

単価(千円) 病床数 支給額(千円)

2,280 69 157,320

10 重点支援区域における統合計画 該当 × 1.5

11 支給申請額（千円）

8

統合前の対象３区分の稼働病床

数から一日平均実働病床数まで

の減少分に係る支給額

9

一日平均実働病床数から統合後

の対象３区分の許可病床数まで

の減少分に係る支給額

544,806

対象３区分の病床稼働率 一日平均実働病床数 適用する

病床稼働率67.8% 269
7

Ⅰ

慢性期 休棟等 合計統合前の稼働病床数 高度急性期 急性期 回復期

慢性期 休棟等 合計統合前の稼働病床数 高度急性期 急性期 回復期

代表医療機関の住所・所在地

伊丹市昆陽池１丁目１００番地

慢性期 休棟等統合前の稼働病床数

開設者氏名

Ⅱ

	資料

(1)-①  別紙１

医療審議会(保健医療計画部会)

令和３年12月14日(火)	

市立伊丹病院

開設者氏名

地域医療構想において、阪神北準圏域では急性期病床が過剰となっており、高度急性期病床が不足している状況である。

今回の統合は、過剰となる急性期病床を減少させ、高度急性期病床を増加させることで、地域医療構想の実現を推進するものであ

る。

阪神圏域において、阪神北部では急性期病床が過剰となっているが、高度急性期病床が約300床不足しており、充足が課題となっ

ている。阪神北部における受療完結率も70％前後と低い状況であり、今後、医療機能の充足や医療機関の連携強化を図る必要があ

る。

令和元年度の病床機能報告において市立伊丹病院と近畿中央病院を合わせた病床稼働率は79.6%であり、急性期病床には余裕のあ

る状況である。阪神北部（阪神北準圏域）における高度急性期病床の不足や受療完結率の向上に向け、統合再編により、両病院の

持つ、急性期病床のダウンサイジングを行うと共に不足する高度急性期病床の確保に努め、高度な医療提供体制の構築と診療機能

の充実を図ることで地域医療の機能向上に資するものと考える。

合計

統合関係医療機関の住所・所在地

公立学校共済組合　理事長　金森　越哉 伊丹市車塚３丁目１番地

統合後の状況

廃止

令和元年11月　 市立伊丹病院と公立学校共済組合近畿中央病院の統合検討会議　＜検討報告書＞策定

令和2年3月　　　市立伊丹病院と近畿中央病院の統合再編に係る基本方針策定

令和2年4月1日　市立伊丹病院と公立学校共済組合近畿中央病院の統合に関する基本協定書締結

（統合計画の内容）市立伊丹病院414床（高度急性期病床88床、急性期病床326床）と公立学校共済組合近畿中央病院445床（高

度急性期病床4床、急性期病床441床）を統合し、新病院は602床とする。※病床数は許可病床数

R4年度～6年度：市立伊丹病院敷地内における現地建て替えにて、順次東棟、西棟を建設し令和7年度に竣工・開院予定）

感染外来は独立した患者出入口や感染用専用のエレベーターを設けることで救急 ､外来から手術､集中治療室そして感染症対応病室

まで感染患者との動線を明確に分離する。院内感染防止のための感染対策を充実させ他の診療機能への影響を最小限に抑えること

で最大限の医療継続を目指す。統合により､２病院の現状を上回る数の病床を感染症対応へ転用可能とする施設整備を行い､感染症

流行下において、兵庫県からの要請に応じて入院患者を受け入れる等、基幹病院としての責務を果たす。

高度急性期 急性期 回復期

統合後の状況

存続

伊丹市長　藤原　保幸


